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第４回南あわじ市社会教育委員会 議事要旨 

〇 議 事 

（１）公民館長との意見交換 

≪丸山地区公民館≫ 

 交通の便が悪く高齢者の利用が少ない。敬老会は海づり公園で行ったが、雨天時は公民

館での開催となるので送迎が必要になる。 

 イベントを開催してもワカメなどの仕事を持っている人が多く、土日に制限される。 

 若い世代に高齢者施設等への入所手続きやどんな準備をしたらいいのかを教えてほし

い。 

 地域づくり協議会、地区長会、スポーツ推進、納涼祭などすべて同じメンバーで行って

いる。その方が地区がうまく回るのではないかということで試行しているところ。任期

での交代はあるが効率が良いと感じている。※会計はそれぞれ別にしている 

 地区公民館は市民交流センターとして、市の窓口業務をはじめ地域づくり事業への支

援、公民館活動の３つの業務を行っているところ。市役所サービスで最も市民に近い職

場であり、市民をはじめ地域のために働くことは重要なことである。 

 

≪市地区公民館≫ 

 人が寄る楽しい講座と生涯学習のような講座とのバランスをとって目的を持たせて考

えるようにしている。 

 公民館の仕事だけでなく、窓口業務や地域づくりの仕事もある。地域のことを助けてく

れる人を募集してやりがいを形にしたい。 

 今は公民館と地域づくりで分かれていて、ある程度棲み分けはしてるが本来の使い方と

しては疑問がある。 

 ヨガなど地区館でできるものではなく、中央公民館には中央公民館ならではのみんなが

興味を引くような講座をやってもらいたい。 

 自分たちの想像だけで事業を進めるのではなく、ニーズ調査をして地域の意向に沿った

事業をやりたい。 

 地域人材の調査をしたい。今年は住民から直接話が合ったので提案を形にできた。 

 



 

≪北阿万地区公民館≫ 

 北阿万アフタースクール、学童保育について、受け入れ児童が増えてきていることから、

今後、学校等の空き教室の利用を検討してもらうことを依頼していく必要がある。 

 学童やアフタースクールにおいて多目的ホールの目的外使用が目立つ。広さはあるが、

あくまでホール。体育館ではないので運動に適した構造になっていない。運動の講座を

するのであれば北阿万小学校の体育館や他の体育施設を借りるなどの措置をとってほ

しい。 

 駐車場のアスファルトの舗装や南側の一部の古いフェンスなど危険な箇所がいくつか

あり、市へ要望書を出しているが返答がない。できないのなら理由を添えてできないと

返事がほしい。 

 学童の件については社会教育委員から教育委員会へ提言することを検討する。 

 

（２）その他 

 なし 

 


